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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 4,0253 3,9732 -1,29% 0,76% 3,6374 4,1217

対円 JPY 27,17 27,57 1,47% -2,63% 30,08 26,68

対ユーロ BRL 4,4924 4,4251 -1,50% 0,32% 4,1646 4,6037

対ドル JPY 109,38 109,59 0,19% -1,85% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 122,06 121,99 -0,06% -2,37% 118,71 127,50

Index 96.393 96.567 0,18% 0,39% 100.439 87.536

bps 180,70 179,17 -0,85% 3,25% 209,52 149,43

% 8,64 8,52 -1,39% -5,30% 9,34 8,52

% 6,31 6,33 0,32% -2,69% 6,69 6,30

% 2,52375 2,52175 -0,08% -2,22% 2,8039 2,5180

Index 180,26 180,34 0,04% -2,08% 189,68 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、省庁統合法案が上院でも承認された他（Ｓｅｒｇｉｏ Ｍｏｒｏ法務相が要請して
いたＣｏａｆ－金融活動審議会－の管轄を経済省から法務省に変更する法案は採用されなかった）、ブラジル
中銀が為替・資本市場に関する包括的な規制緩和案を提示したことを好感し、前日に続いてレアル買いが
進行。４レアルの節目を割れると、引けにかけてさらにレアルの買戻しが加速し、３．９７台前半で取引を終えて
いる。２８日に行われた朝食会で、「ブラジル協定（Ｐａｃｔｏ Ｂｒａｓｉｌ）」構想が協議されたこともマーケットのリスク
センチメント改善に寄与している。具体的な協定内容は６月１０日の週に公表される予定であるが、年金改革・
税制改革・汚職撲滅等について、政府と議会、司法が連携して取組む、との内容が盛り込まれる模様で、政府
と議会に軋轢が生じているという見方を払拭することが目的と想像される。また、ブラジル中銀のＣａｍｐｏｓ総裁
は昨日、「時代遅れとなっている為替・資本市場の近代化」を掲げ、今後数年をかけて、大幅な規制緩和に踏
み切る、と発言。公開された資料内では４つの領域として、①市場アクセスの拡大、②競争力の向上、③透明
化、④金融教育、が掲げられているが、特に注目は、①市場アクセスの拡大、で具体的に記載されている、
「外国為替、及び、国際資本市場に係る規制の簡素化、近代化」であろう。資料内に具体的には記載されてい
ないものの、記者会見上で同総裁は、「クロスボーダー取引・海外投資を促進するため、２－３年以内に、レア
ルを実質的に完全に交換可能な通貨にすることを目指す」、と発言。完全な交換通貨を実現することで、通貨
の安定性が高まると期待される他、「ブラジルコスト」と呼ばれる過大なコストの削減にも寄与するとしている。


